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夢と笑顔あふれる「豊かで住みよい文化の町」



さん３ふるさと祭り
さ
ん
さ
ん
と

　
　
　
笑
顔
輝
く
祭
り

無
角
和
牛
の
試
食

ジ
ュ
ー
シ
ー
な
無
角
和
牛
の
ブ
ロ
ッ
ク
肉
を
厚
切
ス
テ
ー
キ

で
提
供
！　

噛
め
ば
噛
む
ほ
ど
、
肉
の
旨
味
が
あ
ふ
れ
ま
す

名物・模擬セリ

ＪＡ･森林組合･漁協がそれぞれ持ち寄った、自慢の特産品の数々
参加した人たちは、格安価格で次々と品物を競り落としていました

　

個
性
豊
か
な
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
出
店
な
ど
で
に
ぎ
わ
う
、

「
さ
ん
３
ふ
る
さ
と
祭
り
」
が
、
阿
武
小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
メ
イ
ン
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
内
３
地
区
か
ら
大
勢
の
人
が
集
ま
り
、
ふ
る
さ
と
の
食
材

を
使
っ
た
料
理
や
野
菜
、水
産
加
工
品
な
ど
の
販
売
が
大
盛
況
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
学
生
や
、
町
内
の
様
々
な
事
業
所
で
働

く
人
た
ち
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
、
人
と
の
交
流
も
魅
力
的
な
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

年
々
、
人
口
が
減
っ
て
い
る
中
で
す
が
、
町
を
離
れ
て
も
、

祭
り
の
た
め
に
久
し
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
た
と
い
う
人
も
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
み
ん
な
の
笑
顔
が
さ
ん
さ
ん

と
輝
く
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
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萩光塩学院高校・書道パフォーマンス
曲に合わせて舞いながら書き上げた巨大作品

ミニ四駆 特設コース
asta＊baseが手掛けた特設コース
あの「鈴鹿サーキット」を再現！

祭りを彩ったステージ発表
写真は左上から時計回りに
・みどり保育園（太鼓・お遊戯）
・福賀神楽保存会（恵比寿大黒）
・宇田さくら会（銭太鼓）
・萩吹奏楽団サマーオレンジーズ
・奈古フォークダンス

恒例！ビンゴ大会

優勝チーム　一
般の部：「縄友

会」

　　　　中学生
以下の部：「仲

良し」

なわ ゆうかい

ナベル主催。豪華景品が目白押し
特別賞は、なんと｢任天堂Switch｣！

みんなで跳びさん！長縄跳び大会

ワンチームになった「仲良し」

「縄友会」はパーフ
ェクトゲーム達成！
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令和元年度｢ふるさとの海･川に関するポスター｣表彰

｢

人
が
笑
う 

海
も
笑
う｣

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
ふ
る
さ
と
の
豊
か
な

海
や
川
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
よ
う
と
、
山
口

県
や
漁
協
な
ど
の
主
催
で
開
か
れ
た
ポ
ス
タ
ー
作
品
の

コ
ン
ク
ー
ル
で
、
県
内
の
小
中
学
校
40
校
か
ら
募
っ
た

作
品
合
計
２
６
０
点
の
中
か
ら
、
萩
光
塩
学
院
中
学
校

２
年
の
福
嶋
沙
衣
さ
ん
（
野
柳
）
の
作
品
が
、
中
学
生

の
部
で
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

11
月
17
日
に
は
、
宇
部
市
で
開
催
さ
れ
た
第
47
回

「
山
口
豊
魚
祭
」
の
会
場
で
は
、
表
彰
式
や
受
賞
し
た

児
童
・
生
徒
た
ち
に
よ
る
キ
ジ
ハ
タ
の
稚
魚
放
流
な
ど

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

「山口県知事賞」に輝いた
萩光塩学院中学校２年 福嶋沙衣さん

　今回のこのポスターは、山口県の美しい海と川、そこに住む漁師さんをイメージして描きました。
　「人が笑う、海も笑う」というテーマにした理由は、おいしい魚を釣り、笑顔になる人々だけでなく、
魚たちのくらす海を大切にし、人も海も心から笑えるような、そんな山口県にしたいと思ったからです。
　今回、このポスターを描いてみて、改めて山口県の海の大切さを感じることができました。
　これからも自分のふるさとの豊かな海に感謝して過ごしていきたいです。

中学生の部　最優秀賞
（山口県知事賞）

福嶋沙衣さん（野柳）
中学生の部で最優秀賞

ふく　 しま　　さ　　 え

　

11
月
21
日
、
山
口
県
庁
で
、
県
の
教
育

委
員
会
に
よ
る
「
教
育
功
労
者
」
表
彰
式

が
執
り
行
わ
れ
、
阿
武
町
か
ら
は
、
今
年

９
月
末
に
退
任
し
た
前
・
教
育
長
の
小
田

武
之
氏（
宇
久
）が
、
表
彰
状
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

小
田
氏
は
、
平
成
16
年
の
阿
武
町
教
育

委
員
会
教
育
長
へ
の
就
任
以
来
、
15
年
の

長
き
に
わ
た
っ
て
、
町
の
教
育
行
政
の
推

進
に
尽
力
。
学
校
施
設
の
整
備
推
進
や
阿

武
小
学
校
の
開
校
、
町
内
３
中
学
校
の
統

合
な
ど
、
学
校
教
育
の
充
実
や
向
上
に
努

め
、
教
育
行
政
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　

氏
は
、
か
ね
て
よ
り
「
ふ
る
さ
と
愛
」

を
基
盤
に
し
た
教
育
を
理
念
に
掲
げ
て
お

り
、
今
後
も
、
地
域
住
民
の
一
人
と
し

て
、
行
事
な
ど
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち

に
、
阿
武
町
の
自
然
や
、
人
々
と
ふ
れ
あ

う
機
会
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
と
話
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
教
育
長
退
任
の
日
に
は
、
大
勢

の
地
元
の
小
中
学
生
た
ち
が
お
見
送
り
に

集
ま
り
、
感
謝
の
言
葉
を
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

小田武之 前・教育長 教育功労者表彰

小田武之氏　表彰状を掲げて
お　 だ　たけ ゆき

　

農
山
漁
村
の
振
興
に
大
き
く
貢
献

し
た
個
人
・
団
体
へ
の
表
彰
式
が 

11
月
22
日
、
県
庁
で
開
か
れ
、
阿
武

町
か
ら
は
２
個
人
１
団
体
が
、
県
知

事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

●
漁
村
優
良
団
体
・
青
壮
年
女
性
表
彰

〈
個
人
〉
廣
石
芳
郎
氏
（
尾
無
畑
）

漁
業
従
事
年
数
57
年
。
定
置
網
漁

の
水
揚
げ
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
、

地
域
に
貢
献
し
た
功
績
。

●
農
山
村
振
興
賞

〈
個
人
〉
中
野
逸
子
氏
（
上
東
郷
）

長
年
、
集
落
営
農
法
人
の
女
性
部

長
を
務
め
、
加
工
事
業
な
ど
の
取

り
組
み
で
、六
次
産
業
化
に
貢
献
。

〈
団
体
〉
木
与
な
ぎ
さ
フ
ァ
ー
ム

（
代
表
・
中
野
祥
太
郎
氏
）

女
性
や
高
齢
者
が
活
躍
す
る
「
全

員
参
加
型
」経
営
で
地
域
に
貢
献
。

町内の２個人１団体に　県・農林水産業関係表彰

お　
　
だ

た
け
ゆ
き

写真左から、廣石芳郎氏、中野逸子氏
木与なぎさファーム代表・

中野祥太郎氏

ひろ　いしよし ろう なか　の　いつ　こ

なか　の しょうた　ろう

ひ
ろ
い
し
よ
し
ろ
う

な
か
　
の
　
い
つ
　
こな

か
　
の
し
ょ
う
た
　
ろ
う
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◎
標
語
（
小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部
）

◆
最
優
秀
賞

　

門
井 

そ
ら 

さ
ん
（
阿
武
小
６
年
）

　
　
「
大
じ
ょ
う
ぶ
」　

一
言
か
ら　

か
え
ら
れ
る

　

石
川 

朋
佳 

さ
ん
（
阿
武
中
２
年
）

　
　

気
づ
こ
う
よ　

助
け
を
求
め
る　

Ｓ
Ｏ
Ｓ

◆
優
秀
賞

　

守
永 

百
花 

さ
ん
（
福
賀
小
３
年
）

　
　

い
じ
め
な
し　

み
ん
な
で
明
る
く　

声
か
け
よ
う

　

藤
田 

詩
花 

さ
ん
（
阿
武
小
１
年
）

　
　

あ
り
が
と
う  

や
さ
し
く
ひ
ろ
が
れ  

え
が
お
の
わ

　

白
神 

陽
衣 

さ
ん
（
阿
武
中
１
年
）

　
　

ぼ
う
か
ん
者　

あ
な
た
も
同
じ　

い
じ
め
っ
子

　

黒
川 

優
斗 

さ
ん
（
阿
武
中
２
年
）

　
　

大
丈
夫
？　

そ
の
一
言
が　

救
い
の
手

◎
ポ
ス
タ
ー
（
小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部
）

◆
最
優
秀
賞

　

内
村 

雲
海 

く
ん
（
阿
武
小
４
年
）

　

藤
原　

紬 

さ
ん

　

（
阿
武
中
１
年
）

◆
優
秀
賞

　

平
田 

雫
月
妃 

さ
ん

　

（
福
賀
小
２
年
）

　

河
野 

琴
音 

さ
ん

　

（
阿
武
小
５
年
）

　

田
中 

美
帆 

さ
ん

　

（
阿
武
中
２
年
）

　

白
松 

和
之 

さ
ん

　

（
阿
武
中
３
年
）

「
人
権｣
を
考
え
る
集
い

　
　
　
　
　
推
進
大
会

夢
は
必
ず
か
な
う

11
／
23

舞の海 秀平 氏
（元・大相撲力士、ＮＨＫ大相撲解説者）
青森県出身。昭和43年生まれ。
日本大学相撲部で活躍し、平成２年５月に
出羽海部屋入門、翌年９月新入幕。角界最
小の身体ながら「猫だまし」・「八艘飛び」
などファンを驚かせる数々の技をくりだし
“技のデパート”の異名をとる。
平成11年11月の引退までに、「技能賞」
を５回受賞。

まい　　　うみ　しゅうへい

はっそう

でわのうみ

　

町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
４
０
０
人
が
出
席
し
た
記
念

式
典
で
は
、「
い
じ
め
防
止
・
根
絶
強
調
月
間
」
の
標
語
・

ポ
ス
タ
ー
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
相
撲
解
説
者
で
元
・
力
士
の

舞
の
海
秀
平
さ
ん
が
「
夢
は
必
ず
か
な
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

自
身
の
相
撲
界
入
り
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
大
相
撲
に

か
け
る
想
い
な
ど
を
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
に
伝
え
ま
し
た
。

「
相
撲
界
を
志
し
た
き
っ
か
け
」

―
 

講
演
録
よ
り ―

　  

　

大
学
を
卒
業
し
、
教
師
に
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
卒
業
２
ヶ
月
前
に
大
相
撲
入
り
を
決
意
。

　

な
ぜ
、
相
撲
界
に
入
ろ
う
か
と
思
っ
た
の
か
？

　

き
っ
か
け
は
、
相
撲
部
の
後
輩
の
死
。

　

病
気
は
な
く
、
昼
寝
し
て
い
た
ら
そ
の
ま
ま
死
ん
で
い
た
。

　

み
ん
な
で
葬
式
の
手
伝
い
に
行
っ
た
。

　

彼
の
父
親
が
言
っ
た
言
葉
が
、
な
ぜ
か
耳
に
残
っ
た
。

「
相
撲
な
ん
か
と
れ
な
く
て
も
い
い
。
せ
め
て
生
き
て
い
て

　

く
れ
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
十
分
だ
っ
た
」

　

棺
を
見
れ
ば　

ま
だ
二
十
歳
。
こ
の
先
や
り
た
い
こ
と
も

あ
っ
た
ろ
う
な
、
と
思
っ
た
。

　

人
間
は
、
常
に
死
と
隣
り
合
わ
せ
に
生
き
て
い
る
。

　

知
り
合
い
の
医
者
は
、
あ
る
時
、
大
渋
滞
に
巻
き
込
ま

れ
、
飛
行
機
に
乗
り
遅
れ
た
。
も
し
予
定
通
り
に
乗
っ
て
い

た
ら
、
御
巣
鷹
山
に
墜
落
し
て
い
た
。

　

そ
う
考
え
た
時
、
た
っ
た
一
度
し
か
な
い
、
あ
っ
と
い
う

間
の
人
生
を
、
こ
の
先
ど
う
生
き
る
か
悩
ん
だ
。

　

人
生
な
ん
て
一
瞬
だ
。

　

い
ま
し
か
で
き
な
い
「
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
」
に
挑
戦

し
よ
う
と
思
い
、
相
撲
界
を
志
し
た
。

令和元年度 阿武町「いじめ防止・根絶強調月間」標語・ポスター審査結果

か
ど　

い

い
し　
か
わ　
　
と
も　

か

も
り　
な
が　
　
も
も　

か

ふ
じ　

た　
　

し
い　

か

し
ら　
が
み　
　

ひ　

よ
り

く
ろ　
か
わ　
　
ま
さ　

と

う
ち　
む
ら　
　

う
ん
か
い

ふ
じ　
わ
ら　
　
　

つ
む
ぎ

ひ
ら　

た　
　
　

し　

づ　

き

か
わ　

の　
　

こ
と　

ね

　
た　

な
か　
　

み　
　
ほ

し
ら　
ま
つ　

か
ず　

ゆ
き

内
村
雲
海
く
ん
の
作
品

藤
原 

紬
さ
ん
の
作
品
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森・里・海の豊かな自然環境の恵みを享受し、その生態系を保護してきた阿武町では、自伐型林業を実践する
「地域おこし協力隊員」を募集します。

【募集人員】２名　 【着　　任】令和２年４月１日

【業務内容】モデル林整備と研修会を通じて、３年間で自伐型林業の施工技術・森林経営の基礎を習得。
　並行して、製材による付加価値を加えた流通や、薪利用によるエネルギー循環等、素材生産に限らない
　森林資源の活用に取り組む。卒業後は町有林等をフィールドに自伐型林業を生業とした自立を目指す。

【対 象 者】
　１.年齢20歳から、概ね40歳までの方 （性別不問）
　２.都市地域等から生活拠点を阿武町へ移し住民票の異動ができる方
　３.地域になじむ意思があり、心身ともに健康である方
　４.普通自動車運転免許証を所持する方 （ＡＴ限定不可）
　５.基本的なパソコン操作（Ｗｏｒｄ、Ｅｘｃｅｌ等）ができる方
　６.地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当しない方

【勤務条件】
＜勤 務 地＞  阿武町内
＜雇用期間＞ １年間（６ヶ月間は条件付き期間）※以降は活動状況等の評価を行い１年毎に更新（最長３年間）
＜給　　与＞  月額１６６，０００円　　　＜副　　業＞ 担当業務に差し支えがない条件で応相談

【応募締切】令和元年12月27日(金)必着

【選考方法】◆第１次選考（書類審査）１月中旬
　　　　　　◆第２次選考（面接審査・林業体験）２月中旬
  ※合否の結果は、２月下旬に対象者全員に文書により通知

　

阿
武
町
議
会
12
月
定
例

会
の
初
日
、
議
長
・
副
議

長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

末
若
憲
二
氏
が
議
長
に
、

中
野
祥
太
郎
氏
が
副
議
長

に
、
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
申
し
合
わ

せ
で
２
年
ご
と
に
、
正
・

副
の
議
長
を
改
選
す
る
取

り
決
め
が
あ
り
、
こ
の
度

は
、
両
氏
と
も
再
選
と
な
り
ま
し
た
。

　

正
・
副
議
長
の
改
選
に
伴
い
、
委
員
の
選
任
も
行
わ

れ
、
次
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
、
◎
は
委
員
長
、
〇
は
副
委
員
長
）

◆
議
会
運
営
委
員
会（
４
人
）

◎
小
田
高
正　

〇
池
田
倫
拓

　

市
原　

旭　
　

清
水
教
昭

◆
阿
武
町
行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会（
７
人
）

◎
市
原　

旭　

〇
伊
藤
敬
久

　

池
田
倫
拓　
　

小
田
高
正

　

清
水
教
昭　
　

田
中
敏
雄　

　

中
野
祥
太
郎

1 2 / 1 1

正・副
と
も
に
再
選

阿
武
町
議
会  

議
長
選
挙

中野副議長（再）

小田委員長市原委員長

議
会
運
営
委
員
な
ど
の
選
任
に
つ
い
て

定
例
会
の
詳
細
は
１
月
号
で
お
伝
え
し
ま
す

応募締め切りは12月27日（金）

自伐型林業の未来を担う

地域おこし協力隊員（林業支援員）を募集

◆問い合わせ　農林水産課
　　　　　　　☎08388－2－3114　　 keizai07@town.abu.lg.jp

詳
細
は
阿
武
町
役
場
の

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
に
掲
載

末若議長（再）

す
え　
わ
か　
け
ん　

じ

な
か　

の　
し
ょ
う　
た　

ろ
う

お　
　
だ　

た
か　
ま
さ　
　
　
　
　
　

い
け　

だ　

み
ち　
ひ
ろ

い
ち　
は
ら　
　
　

あ
き
ら　
　
　
　
　
　

し　

み
ず
の
り　
あ
き

い
ち　
は
ら　
　
　

あ
き
ら　
　
　
　
　
　

い　

と
う　
よ
し　
ひ
さ

い
け　

だ　

み
ち　
ひ
ろ　
　
　
　
　
　

お　
　
だ　

た
か　
ま
さ

　
し　

み
ず
の
り　
あ
き　
　
　
　
　
　
　
た　

な
か
と
し　

お

な
か　

の　

し
ょ
う　

た　

ろ
う
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打
て
ば
響
く

町長
コラム
　
　
　

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
の
悲
劇
か
ら
学
ぶ

　

行
く
先
に
は
大
き
な
氷
山
が
浮
か
ん
で
い
て
、

こ
の
ま
ま
航
海
す
れ
ば
、
船
は
氷
山
に
激
突
す
る

だ
ろ
う
と
い
う
多
く
の
警
告
が
あ
っ
た
。

　

豪
華
で
巨
大
な
客
船
は
、
航
路
を
変
え
ず
、
む

し
ろ
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
進
み
、
氷
山
に
衝
突
し

て
沈
没
。
１
５
１
３
人
が
亡
く
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
１
０
０
年
ち
ょ
っ
と
前
の
タ
イ
タ

ニ
ッ
ク
号
の
悲
劇
の
実
話
で
、
「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク

の
論
理
」
の
具
体
例
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
話

で
す
。

　

私
た
ち
は
今
、
豪
華
客
船
「
地
球
号
」
に
乗
り

航
海
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
航
海
の
た
め
に
は
、
船
長
を
始
め
、

機
関
士
・
調
理
人
・
客
室
係
な
ど
多
く
の
乗
務
員

が
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
日
々
の
業
務
に
没
頭
し
、
片

や
多
く
の
乗
客
は
、
毎
日
の
船
旅
を
ど
う
し
て
楽

し
む
か
に
心
を
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
航
海
の
た
め
に
は
大
量
の
重
油
を
使

い
、
CO2
を
吐
き
出
し
、
世
界
中
か
ら
珍
し
い
食
べ

物
を
調
達
し
飽
食
の
あ
げ
く
、
多
く
の
食
品
を
食

べ
も
せ
ず
廃
棄
し
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
や
環
境
の
変
化
・
破
壊
が
進
み
、

自
然
災
害
が
頻
発
し
、
海
水
温
の
上
昇
が
生
態
系

を
変
え
、
農
林
水
産
業
に
壊
滅
的
な
被
害
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
み
ん
な
分
か
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
氷
山
に
激
突
す
る
前
に
、
一
度
ス
ピ
ー
ド
を

落
と
し
て
「
地
球
号
」

の
向
か
う
先
を
考
え
行

動
す
る
こ
と
も
必
要
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

花田憲彦 町長
はな　だ　のり ひこ

11/30・12/1　奈古地区・筒尾の山林にて開催

自伐型林業
研修会第１回　搬出・薪割・製材編

　

阿
武
町
で
は
「
地
方
創
生
推
進
事
業
」
の
一
環
と
し

て
、
必
要
な
時
に
必
要
な
分
だ
け
里
山
の
資
源
を
有
効
活

用
す
る
「
自
伐
型
林
業
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

11
月
か
ら
始
め
た
「
研
修
会
」
で
は
、
初
心
者
で
も
安
全

に
新
規
参
入
で
き
る
よ
う
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
作
業
道
開

設
の
技
術
を
学
ぶ
、
全
５
回
の
講
座
を
、
来
年
３
月
ま
で

開
き
ま
す
。

　

初
回
講
座
は
、
林
業
の
専
門
書
に
「
道
具
の
専
門
家
」

と
し
て
記
事
を
執
筆
し
た
経
験
を
も
つ
高
濱
徹
氏（「
匹

見
・
縄
文
の
森
協
議
会
」
会
長
）
を
講
師
に
招
き
、
ロ
ー

プ
や
滑
車
を
使
っ
て
「
女
性
一
人
で
も
安
全
に
伐
採
し

て
、
木
材
を
運
べ
る
技
術
」
に
つ
い
て
教
わ
り
ま
し
た
。

　

高
い
枝
に
ロ
ー
プ
を
か
け
る
時
に
は
、
旗
竿
を
改
造
し

た
「
伸
縮
棒
」
を
使
う
な
ど
、
工
夫
ひ
と
つ
で
安
全
・
簡

単
に
作
業
す
る
コ
ツ
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
し
た
人
た
ち

は
、
目
か
ら
ウ
ロ
コ
と
い
っ
た
様
子
で
、
話
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

農
業
の
傍
ら
、
新
た
な
収
入
源
と
し
て
「
自
伐
」
の
導

入
を
検
討
中
の
人
も
い
て
、
今
後
の
動
き
が
注
目
さ
れ
ま

す
。

一人でも安全作業を実現する技術を学ぶ　

実演！ チェーンソーで木材を切り出す　 滑車をうまく活用すれば、引っ張る力は数倍に

た
か
は
ま　

と
お
る
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力 綱くらべ 引き大会第34回
12/1 体育センタ

ー

∞【エイト】

中
学
校
女
子
の
部

勝つ気はあるでしょう

中
学
校
男
子
の
部

阿武ストロング

小
学
生
上
学
年
の
部

王者「粋な男たち」 
新進気鋭のホワイトピースに
勝利。2年連続13度目の優勝。

引
か
ば
諸
共
。

出場選手総勢

340人
子育てママも、思いっきり！

友だち同士の絆を、力に変える

今
年
も
こ
の
日
が
や
っ
て
来
た
。
一
年
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
を
締
め
く
く
る
恒
例

の「
綱
引
き
大
会
」。
協
力
し
て
一
本
の
綱
を
力
い
っ
ぱ
い
引
き
合
う
と
い
う
、

シ
ン
プ
ル
な
が
ら
奥
が
深
い
戦
い
に
、
観
客
た
ち
は
思
わ
ず
手
に
汗
を
握
っ
た
。
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ゴッド・ドラゴン

小
学
生
下
学
年
の
部

マリオチーム

保
育
園
の
部

ＪＡ女性部 ええかね!!引っ張るそよ

熟
年
女
性
の
部

親父たちの宝石箱や～

熟
年
男
性
の
部

粋な男と女たち

一
般
男
女
混
成
の
部

みどりママチーム

一
般
女
性
の
部

粋な男たち

一
般
男
性
の
部

女傑「ＪＡ女性部」
赤エプロンは戦闘服。
「ええかね!! 引っ張るそよ」

　第34回大会
各部門の優勝チーム

惜
し
く
も
敗
れ
た
ホ
ワ
イ
ト
ピ
ー
ス

来
年
の
リ
ベ
ン
ジ
に
向
け
て
牙
を
研
ぐ

阿武小・福賀小の連合チーム！ 中学最後の心意気！
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12
月
1
日
付
け
で
、
阿
武
町
の
新
し
い

民
生
委
員
・
児
童
委
員
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
し
く
委
嘱
（
再
委
嘱
）
さ
れ
た
民
生

委
員
・
児
童
委
員
は
３
年
間
、
生
活
に

困
っ
て
い
る
人
や
、
ひ
と
り
親
世
帯
、
高

齢
者
世
帯
、
障
害
の
あ
る
人
の
厚
生
や
児

童
の
健
全
育
成
な
ど
、
社
会
福
祉
関
係
の

幅
広
い
相
談
に
当
た
り
ま
す
。

　

ま
た
、
主
任
児
童
委
員
も
向
こ
う
３
年

間
、
地
区
を
担
当
す
る
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
児
童
・
青

少
年
・
妊
産
婦
ら
の
福
祉
に
関
す
る
相

談
、
援
助
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
委
嘱
さ
れ
た
委
員
、
ま
た
、
退
任

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
退
任
さ
れ
た
各
委
員
さ
ん
の
長

年
の
ご
苦
労
に
対
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　民生委員制度創設100
周年という節目が過ぎ新
たな気持ちで活動して参
ります。私は萩で生ま
れ、地域の方々に育てら
れ、６人姉兄の支援をう
けながら生活を共にし、
結婚を機に阿武町で暮ら
しはじめました。
　そして民生委員になっ
た昨今、地域住民の身近
な相談相手となり、支援
を必要とする住民や専門
機関をつなぐパイプ役を
務め、誰もが安心して暮
らせる地域づくりが実現
できる民児協を目指して
参ります。どうぞよろし
くお願いします。

１２月１日付

新しい民生
委員・

児童委員さ
んを

紹介します

ごあいさつ
新会長に就任して

の抱負

阿武町民生委員・児童委員担当地区表（敬称略）
新・再担当地域（旧行政区）氏　名行政区地区

新任

再任

再任

再任

新任

新任

新任

再任

新任

新任

新任

再任

再任

新任

新任

再任

再任

再任

新任

再任

再任

再任

河内・上郷

木与・宇久

寺東・下郷

野柳・水ケ迫・美里・美咲

東方・市・岡田橋

土・筒尾・西の１

西の２・西の３・浜の１

浜の２・美浜

釜屋・大里

久瀬原・上東郷・下東郷

新田・伊当・野沢

中村・森見藤

宇生賀中央

飯谷・上笹尾・下笹尾

宇田地・栃原・新生・金社

宇田中央（田部・井部田・つづら）

宇田中央（郷・平原）

宇田浦（今浦・元浦）

尾無畑

惣郷

末益　幸江

小田　浩三

金子　明美

末益美紀子

柴﨑カツヱ

大野　篤史

矢次　雅絵

西村　秀美

能野　泰枝

吉岡　享子

松原　征江

松原　英子

吉岡　　勝

小野　典子

堀山みち子

永柴　孝子

藤村　聖美

村木　和惠

金﨑　　洋

藤村　季志

末益小百合

白松　利恵

すえ ます　　　ゆき　え

お　 だ　　　 こう ぞう

かね　こ　　　 あけ　み

すえ ます　み　 き　 こ

しば さき

おお　の　　　 あつ　し

や　つぎ　　　まさ　え

にし むら　　　ひで　み

のう　の　　　 やす　え

よし おか　　 きょう こ

まつ ばら　　　ゆく　え

まつ ばら　　　えい　こ

よし おか　　　　　まさる

お　 の　　　 ふみ　こ

ほり やま　　　　　　こ

なが しば　　　たか　こ

ふじ むら　　　きよ　み

むら　き　　　 かず　え

かな ざき　　　　　ひろし

ふじ むら　　　とし ゆき

すえ ます　さ　 ゆ　 り

しら まつ　　　 り　 え

上　郷

宇　久

寺　東

野　柳

東　方

筒　尾

浜の1

美　浜

釜　屋

下東郷

新　田

中　村

宇生賀中央

下笹尾

栃　原

宇田中央

宇田浦

宇田浦

尾無畑

惣　郷

寺　東

下笹尾

奈古

福賀

宇田郷

主任児
童委員

退任

※任期は令和４年11月30日まで

小野百合子（河内・４期）、小田史津子（東方・１期）、大山幸江（筒尾・２
期）、若松屋友江（浜の1・２期）、中村十五夜子（釜屋・１期）、植田寿美
（上東郷・２期）、岡幸博（新田・３期）、山本仁至（飯谷・３期）、田原肇
（新生・４期）、藤村　秀（尾無畑・１期）　※（　）内の数字は任期回数

新会長
藤村 聖美さん
ふじ むら　きよ　み
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柴﨑カツヱ（東方）
【東方・市・岡田橋】

奈古地区

宇田郷地区

福賀地区

主任児童委員

地域の民生委員、児童委員さんをお知らせします。
会　　長　藤村　聖美
副 会 長　松原　英子
女性代表　末益　美紀子

ふじ むら　　　きよ　み

まつ ばら　　　えい　こ

すえ ます　　　 み　 き　こ

金子明美（寺東）
【寺東・下郷】

小田浩三（宇久）
【木与・宇久】

末益幸江（上郷）
【河内・上郷】

能野泰枝（釜屋）
【釜屋・大里】

西村秀美（美浜）
【浜の２・美浜】

矢次雅絵（浜の１）
【西の２・西の３・浜の１】

大野篤史（筒尾）
【土・筒尾・西の１】

吉岡享子（下東郷）
【久瀬原・上東郷・下東郷】

小野典子（下笹尾）
【飯谷・上笹尾・下笹尾】

吉岡　勝（宇生賀中央）
【宇生賀中央】

永柴孝子（宇田中央）
【宇田中央（田部・
井部田・つづら）】

金﨑　洋（尾無畑）
【尾無畑】

末益小百合（寺東） 藤村聖美（宇田浦）
【宇田中央（郷・平原）】

松原英子（森見藤）
【中村・森見藤】

松原征江（新田）
【新田・伊当・野沢】

堀山みち子（栃原）
【宇田地・栃原・新生・金社】

村木和惠（宇田浦）
【宇田浦（今浦・元浦）】

藤村季志（惣郷）
【惣郷】

白松利恵（下笹尾）

末益美紀子（野柳）
【野柳・水ヶ迫・美里・美咲】

しば さき

かね　こ　あけ　み お　 だ　こう ぞう すえ ます ゆき　え

のう　の　やす　え にし むら ひで　み や　つぎ　まさ　え

おお　の　あつ　し

よし おかきょう こ

お　 の　ふみ　こ

よし おか　　　まさる

なが しば たか　こ

かな ざき　　 ひろし

すえ ます　さ　 ゆ　 り ふじ むら きよ　み

まつ ばら えい　こ

まつ ばら ゆく　え

ほり やま　　　　　　こ

むら　き　かず　え

ふじ むら とし ゆき

しら まつ　り　 え

すえ ます　み　 き　 こ

※【　】内は担当地域
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「
21
世
紀
の
暮
ら
し
方
研
究
所（
ラ
ボ
）」と
、

阿
武
町
暮
ら
し
支
援
セ
ン
タ
ーshiBano

が
開

く
住
ま
い
の
講
座
「
す
み
ク
ラ
ス
」
が
共
同
で

開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
９
人
の
メ
ン
バ
ー
が
、

宇
田
郷
地
区
に
点
在
す
る
空
き
家
を
見
学
を
し

ま
し
た
。

　

ラ
ボ
で
は
、
空
き
家
の
具
体
的
な
使
い
方
を

提
案
す
る
こ
と
で
、
建
物
の
利
活
用
の
促
進
に

つ
な
げ
る
た
め
、「
空
き
家
活
用
モ
デ
ル
」
と

な
る
物
件
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
道
の
駅
阿
武
町
か
ら
町
営
バ
ス

に
乗
っ
て
、
宇
田
浦
へ
と
向
か
い
、
あ
ら
か
じ

め
家
主
の
了
承
を
得
た
上
で
、
４
軒
の
空
き
家

を
見
学
し
て
回
り
ま
し
た
。

　

ラ
ボ
の
一
員
で
、
空
き
家
活
用
の
専
門
家
で

あ
る
、「
山
口
県
古
民
家
再
生
協
会
」
代
表
の

正
代
三
友
さ
ん
も
参
加
。
建
築
の
プ
ロ
と
し
て

の
助
言
を
い
た
だ
き
つ
つ
、建
物
の
間
取
り
や
、

「
活
用
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
に
部
屋
を
使

う
か
」
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

「
空
き
家
見
学
」
の
結
果
、
宇
田
浦
に
あ

る
、
ひ
と
つ
の
空
き
家
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

利
活
用
プ
ラ
ン
を
検
討
し
て
い
く
方
針
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

長
年
、
無
人
の
状
態
が
続
い
て
い
た
建
物
で

あ
る
た
め
、
今
後
は
、
ラ
ボ
メ
ン
バ
ー
た
ち
に

協
力
を
呼
び
か
け
つ
つ
、
残
さ
れ
た
家
具
の
片

付
け
や
、
活
用
プ
ラ
ン
の
立
案
な
ど
を
目
指
す

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
奈
古
地
区
が
活
動
の
中
心
で

あ
っ
た
ラ
ボ
に
と
っ
て
は
、
新
た
な
、
宇
田
郷

地
区
で
の
活
動
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

   ～宇田郷地区で空き家見学～

宇
田
浦
に
あ
る
２
階
建
て
の
空
き
家
。

長
年
、
商
店
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
が

今
年
２
月
か
ら
、
空
き
家
と
な
っ
て
い
る
。

見
つ
め
な
お
そ
う

｢
空
き
家｣

の
こ
れ
か
ら

1 1 / 2 3

し　
　

ば　
　

の

◆場所：阿武町暮らし支援センターshiBano　◆内容：「暮らしの体験プログラム」2019年のまとめ

 　　

◆問い合わせ：21世紀の暮らし方研究所 事務局・まちづくり推進課　☎０８３８８－２－３１１１

次回ラボのご案内 12/21（土）13:30～16:30

★今年度のラボは、毎月原則第３土曜に開催予定（異なる月もあります）★
　　奇数月：「すみクラス」と共同開催　　　　【1/18・3/21】
　　偶数月：「暮らしの体験プログラム」作り　【2/15】

減
る
人
口
と
増
え
ゆ
く
空
き
家

未
来
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か

 建築士・一般社団法人「山口県古民家再生協会」
代表　正代 三友さん

「空き家活用」の専門家としての助言

空き家の管理をする人たちの声

しょうだい　　み　とも

　「空き家の状態のまま３年経つと、
住宅としては『無理』な状態になる。
　3年で水回りがダメになってしまい、
建物の見学に来てくれるような人に
も、悪臭などの『悪いイメージ』のせ
いで避けられるようになってしまう。
空き家になって日が浅い建物は、すぐ
にでも住んでもらえるように道筋を整
えることが大切です」

田舎には空き家がたくさん
あるけれど、肝心の借りて
くれる若い人がいない…。
家賃だけ決めて、お世話は
できない代わりに、自由に
使ってもらう条件で、誰か
に活用してもらえたら…。

もう90歳を過ぎたので、
一人で暮らすのは無理かな、
と思って、息子の家で一緒
に暮らすことにしました。
歴史もあり、主人と過ごした
思い出も深い建物なので、大
切に使ってもらいたい…。

梅田春美
さん

うめ　だ　はる　み

中山富子
さん

なか やま とみ　こ

し
ょ
う
だ
い　

み　

と
も
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11
／
9
・
10
の
２
日
間
、
道
の
駅

阿
武
町
下
の
芝
生
広
場
を
活
用
し
た

キ
ャ
ン
プ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
町
が
進
め
る
地
域
再
生

計
画
「
ま
ち
の
縁
側
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
芝
生
広
場

を
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
整
備
活
用
す

る
た
め
の
実
証
実
験
と
し
て
行
っ
た

も
の
で
、
中
国
地
方
各
地
か
ら
、
15

組
65
人
の
親
子
連
れ
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
今
回
の
実
証
実
験
で
は
、
参
加
者
た
ち
に
阿
武
町
の
魚
や
無
角
和

牛
の
生
産
現
場
を
「
ツ
ア
ー
」
と
し
て
実
際
に
訪
れ
て
も
ら
い
、
そ

れ
ら
の
新
鮮
な
食
材
を
使
っ
た
料
理
対
決
、
夜
に
は
焚
火
を
囲
ん
で

地
酒
を
満
喫
す
る
…
な
ど
と
い
っ
た
、
「
食
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
阿

武
町
で
の
楽
し
み
方
の
可

能
性
を
探
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
人
た
ち
か
ら

は
、
「
食
べ
物
が
新
鮮
で

美
味
し
く
、
海
が
綺
麗
。

こ
ん
な
に
魅
力
的
な
場
所

に
、
キ
ャ
ン
プ
場
が
で
き

る
の
が
今
か
ら
楽
し
み
。

是
非
ま
た
遊
び
に
来
た

い
」
と
い
う
声
も
。

　
こ
れ
か
ら
の
阿
武
町
の

動
向
に
、
と
て
も
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

shiBanoニュース 
第８回
「モニタリングキャンプ」

阿武町暮らし支援センターshiBanoは、
まちづくりに取り組む人たちの集いの場。
このコーナーでは、
まちに元気を発信しようと活動する人たちに、
　　　　　　記事を書いていただきます。

し　 ば　 の

次ページへつづく

無角和牛とキジハタを使って
創作料理チャレンジ

道の駅下の芝生広場で実証実験

森
・
里
・
海
を
食
の
し
む

た

山と海を食のしむ
た

クッキングキャンプ
潜入！スタッフ･リポート

P13～15P13～15

イベントのスタッフとして活躍した
地域おこし協力隊員たちによる報告

in

阿武

presented by
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　「
神
経
締
め
と
は
？
」
を
紙
芝
居
で
説
明

し
た
後
、
奈
古
漁
港
の
活
魚
槽
に
活
か
し
て

お
い
た
キ
ジ
ハ
タ
を
使
っ
て
、
地
元
の
漁
師

さ
ん
に
よ
る
神
経
締
め
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
。
そ
の
あ
と
、
参
加
者
に
も
魚
を
締

め
る
体
験
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
も
網
で
魚
を
す
く
う
作
業

を
や
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
頑
張
っ
て
魚

を
追
い
か
け
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
、
魚
と

漁
師
と
触
れ
合
え
た
時
間
で
し
た
。

　
そ
の
後
の
テ
ス
ト
キ
ッ
チ
ン
で
は
、
地
元

の
女
性
グ
ル
ー
プ
「
な
ご
や
か
・
う
た
う

ね
ぇ
ね
ー
ず
」
の
メ
ン
バ
ー
に
魚
の
さ
ば
き

方
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し

あ
っ
て
魚
料
理
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
魚
を
締
め
て
料
理
を
す
る
一
連
の
流
れ
を

体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、親
子
で
学
べ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
阿
武
町
の
未
来
の
可
能
性
を
探
る
た
め
、
「
海
の

レ
ジ
ャ
ー
の
活
用
を
考
え
る
講
演
会
」
を
、
山
口
県

漁
協
・
奈
古
支
店
で
開
催
し
、
漁
業
関
係
者
な
ど
10

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　「
ま
ち
の
縁
側
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と

し
て
、
漁
業
者
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ
る
「
漁
村
の

暮
ら
し
を
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
現
す
る

た
め
の
「
漁
業
権
」
の
活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
考

え
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
講
演
会
で
す
。

　
講
師
の
漁
村
振
興
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
田
中
克
哲

さ
ん
は
、
元
・
水
産
庁
職
員
で
、
全
国
各
地
の
漁
村

で
行
わ
れ
て
い
る
「
体
験
型
レ
ジ
ャ
ー
」
の
実
践
例

と
、
そ
れ
に
関
連
す
る
法
令
な
ど
に
つ
い
て
、
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

　
実
例
と
し
て
、
素
潜
り
漁
を
体
験
で
き
る
「
一
日

漁
師
体
験
」
や
「
ヒ
ジ
キ
狩
り
体
験
」
、
さ
ら
に
は

「
ワ
カ
メ
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
」
と
い
っ
た
、
特
色
あ

る
取
り
組
み
の
数
々
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

阿
武
町
の
新
鮮
な
魚
を

目
の
前
で｢

神
経
締
め｣

海
の
レ
ジ
ャ
ー
の
活
用
を
考
え
る

魚ツアー

魚の締め方の「奥義」。
活きたまま、魚の神経の
働きを止めることで、
高い鮮度を保ったまま
熟成させる技術です。
食べくらべてみると、
味の違いは歴然。
ぜひ一度「神経締め」の
魚を、味わってみて
いただきたい！！！！

漁師さんと一緒に神経締め
ねぇねーずによる

キジハタのさばき方レクチャー

12/4

熱心に聞き入る参加者たち

阿武町の海がもつ
　未来への可能性を示す
　　　　　講演会となりました。

「海と人がつながることで交流が生まれ
　稼ぎや新規就漁のきっかけにもなる。
　海のそばで新鮮な魚介類が手に入り、
　　　  それをすぐに食べられることが
　   他にはない、阿武町の持つ魅力です」

た　

な
か 　

か
つ
の
り

漁
業
振
興

　
　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

田
中 

克
哲 

さ
ん

講  師

神経締めとは？

関連行事
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阿武町暮らし支援センター shiBano
　　　　　　　☎０８３８８ｰ２ｰ３３８８

中村 龍太郎さん(右)
藤尾 凜太郎さん(中央)
宮川 直子さん(左)

 なか　むら　  りゅう　た　 ろう

 ふじ　 お　    りん　　た　 ろう

 みや　がわ　　なお　　こ

今月の
記者

飼育員が無角レクチャー藤尾隊員による肉焼き

　
阿
武
町
に
は
「
日
本
四
大
和

牛
品
種
」
の
一
つ
、
希
少
な

「
無
角
和
種（
和
牛
）」
が
い
ま

す
。

　
実
際
に
牛
を
見
て
、
そ
し
て

食
べ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
キ
ャ

ン
プ
参
加
者
に
無
角
和
種
を

知
っ
て
も
ら
い
、
阿
武
町
の
食

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
感
じ
て
も

ら
う
べ
く
「
無
角
ツ
ア
ー
」
を

企
画
し
ま
し
た
。 

　
　

　
飼
育
場
で
は
、
牛
に
関
す
る

ク
イ
ズ
を
交
え
た
飼
育
員
・

松
村
直
樹
さ
ん
の
楽
し
い
案
内

や
、
西
台
放
牧
場
で
の
び
の
び

と
草
原
を
歩
く
牛
た
ち
と
の
出

会
い
、
そ
の
後
の
キ
ャ
ン
プ
場

予
定
地
で
の
肉
焼
き
レ
ク

チ
ャ
ー
…
。

　
キ
ャ
ン
プ
と
い
え
ば
、
や
っ

ぱ
り
炭
火
。
炭
火
で
焼
い
た
無

角
の
ブ
ロ
ッ
ク
肉
は
非
常
に
好

評
で
（
お
か
わ
り
が
取
り
合
い

に
な
る
ほ
ど
）、「
赤
身
肉
」
の

無
角
の
う
ま
さ
を
感
じ
て
も
ら

え
ま
し
た
。

こ
こ
に
し
か
な
い

｢

無
角
」
と
の
出
会
い

牛ツアー

｢まちの縁側推進プロジェクト｣
最新計画図面

地
域
お
こ
し

　
　
協
力
隊

ま
つ
　む
ら
な
お
　
き

15



16

五
十
発
の
冬
の
花
火
が
、
魔
法
の
よ
う
に
夜
空
に
輝
く
。

ず
ら
り
と
並
ん
だ
手
作
り
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
た
ち
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
幸
福
な
記
憶
を
よ
み
が
え
ら
せ
て
く
れ
る
。

あ
る
意
味
、
花
火
よ
り
も
「
花
火
」
っ
ぽ
い
彼
ら
も
。

メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
。
き
っ
と
サ
ン
タ
さ
ん
も
迷
わ
ず
に

こ
の
街
を
見
つ
け
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

12
月
14
日  

点
灯
式

光
と
芸
術
の
祭
典

第16回
イルミネーション フェスティバル 2019 in 阿武町

冬公演にも参戦　ガールズ2度目の晴れ舞台

ワンチームの輝き　ABUウォーターボーイズ 開幕を告げる宇田さくら会の銭太鼓

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に
合
わ
せ
て
点
灯

華
や
か
な
セ
レ
モ
ニ
ー
は
歓
声
に
包
ま
れ
た

令
和
２
年
１
月
３
日
ま
で
開
催

日
没
か
ら
夜
10
時
ま
で
点
灯

12
月
24
日
・
31
日
は
深
夜
０
時
ま
で

16



17

1

2

3

4

6

7

9

8

10

11

13

12

❶
「
12
球
団
物
語
」
小
田
建
設
・
山
口
銀
行 

阿
武
支
店
・
ス
エ
ワ
カ
・
ニ
ッ
タ
イ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業　
　

❷
「
ゆ
う
パ
ッ
ク 

ダ
ン
ボ
ー
」
奈
古
郵
便
局　
　

❸
「
い
つ
も
の
帆
船
」
ナ
ベ
ル
山
口
工
場

❹
「
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
」
郷
川
を
語
る
仲
間
た
ち　
　

❺
道
の
駅
阿
武
町
温
水
プ
ー
ル　

❻
「
に
じ
い
ろ
の
さ
か
な
」
み
ど
り
保
育
園　
　

❼
「
七
色
タ
ピ
オ
カ
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
」
阿
武
町
役
場

❽
「
干
支
と
ピ
カ
チ
ュ
ウ
」
萩
山
口
信
用
金
庫　
　
　
　

❾
「
祝
・
令
和
ベ
ン
チ
」
ダ
イ
ニ
ン
グ
カ
フ
ェ
８
４
６　
　
　
　
　

10
「
そ
れ
ゆ
け
！
あ
ぶ
ニ
ー
ラ
ン
ド
」
Ｊ
Ａ
山
口
県
奈
古
大
井
支
所

11
「
迎
春
キ
ジ
ハ
タ
く
ん
」
萩
阿
武
商
工
会
阿
武
支
所
・
商
工
会
女
性
部　

12
Ｓ
Ｕ
Ｎ
美
容
室　

13
阿
武
小
学
校　

他
に
も
、
阿
武
町
内
の
至
る
所
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
灯
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

5
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「
鉄
の
道
」が
結
ん
だ
交
流

　

広
島
藩
に
は
古
く
か
ら
「
た
た
ら
製
鉄
」
の
歴
史
が
あ

り
、
同
じ
く
製
鉄
で
栄
え
た
阿
武
・
萩
地
域
と
の
接
点
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
加
計
高
校
の
生
徒
た
ち
は
、
安
芸
太
田
町
の

「
鉄
」
に
ま
つ
わ
る
神
話
を
題
材
に
し
た
手
作
り
の
紙
芝
居

を
上
演
し
、
道
の
駅
を
訪
れ
て
い
た
親
子
連
れ
な
ど
に
地
域

の
物
語
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

交
流
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
八
代
さ
ん
は
、
「
こ
れ
か
ら

も
縁
を
つ
な
い
で
、
互
い
の
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
伝
え
あ
う

交
流
を
続
け
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

広
島
県
・
安
芸
太
田
町
に
あ
る
県
立
加
計
高
校
の
生
徒
３

人
が
、
地
域
の
歴
史
研
究
を
テ
ー
マ
に
、
ゆ
か
り
の
地
で
あ

る
阿
武
町
を
訪
問
し
、
ま
ち
の
人
た
ち
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
「
蒸
気
船
饅
頭
」。
１
０
０
年

以
上
、
阿
武
・
萩
地
域
で
親
し
ま
れ
て
い
る
お
菓
子
で
す
が
、

同
じ
金
型
を
使
っ
た
「
蒸
気
船
饅
頭
」
が
、
安
芸
太
田
町
に

も
あ
る
と
の
こ
と
。

　

生
徒
た
ち
は
道
の
駅
阿
武
町
で
、
八
代
峰
月
堂
の
八
代

淳
一
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
蒸
気
船
饅
頭
づ
く
り
を
体
験

し
、
萩
高
校
奈
古
分
校
の
生
徒
２
人
も
参
加
し
て
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

今
と
な
っ
て
は
北
浦
で
唯
一
、
昔
な
が
ら
の
製
法
で
作
ら

れ
て
い
る
八
代
さ
ん
の
蒸
気
船
饅
頭
で
す
が
、
そ
の
焼
き
型

は
安
芸
太
田
町
に
伝
わ
る
も
の
と
同
じ
形
で
、生
徒
た
ち
は
、

な
ぜ
遠
く
離
れ
た
土
地
に
同
じ
饅
頭
の
型
が
伝
わ
っ
て
い
る

の
か
、
興
味
深
く
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

「
お
い
で
よ
！
阿
武
町
」　
私
た
ち
が
見
つ
け
た
魅
力

　

ツ
ア
ー
で
は
、
奈
古
の
路
地
を
散
策
し
て
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

を
訪
ね
た
り
、
福
賀
の
イ
ラ
オ
山
に
登
っ
て
天
然
の
湧
き
水

を
味
わ
っ
た
り
、
宇
田
郷
の
惣
郷
鉄
橋
や
三
穂
神
社
で
景
観

や
歴
史
を
探
っ
た
り
と
、
３
地
区
で
見
つ
け
た
魅
力
を
紹
介
。

　

さ
ら
に
「
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
認
定
さ
れ
た
モ
ド
ロ
岬
を

海
か
ら
眺
め
る
海
上
ツ
ア
ー
も
行
い
、「
長
く
住
ん
で
い
て

も
、
は
じ
め
て
知
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
」
と
、
新
鮮

な
喜
び
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
参
加
者
は
、
出
席
し
た
議
員
た
ち
を
交
え
て
、

ま
ち
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
を
話
し
合
い
、
女
性
な
ら

で
は
の
目
線
で
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
内
３
地
区
で
活
躍
す
る
女
性

団
体
が
集
い
、
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
る
「
研
究
集
会
」
が
、
の
う
そ

ん
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
「
阿
武
町
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
」
が
活
動
成
果
を
報

告
。
昨
年
度
「
ま
ち
の
魅
力
を
発

信
す
る
た
め
、
ま
ず
は
私
た
ち
が

ま
ち
を
知
る
」
を
テ
ー
マ
に
町
内

３
地
区
を
探
訪
し
、
地
域
の
オ
ス

ス
メ
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
紹
介
す
る

地
図
「
お
い
で
よ
！
阿
武
町
」
を

制
作
し
て
お
り
、
今
年
は
、
そ
の

地
図
を
片
手
に
町
内
を
巡
る
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

1 1 / 1 9
女
性
パ
ワ
ー
で
ふ
る
さ
と
探
訪

　
　
　
　

地
域
づ
く
り
研
究
集
会

1 1 / 2 4
き
っ
か
け
は
「
蒸
気
船
饅
頭
」　

　

広
島
の
高
校
生
が
阿
武
町
訪
問

八代さんに教わり挑戦 おなじみ八代の蒸気船饅頭

や　

し
ろ

じ
ゅ
ん
い
ち

いきあたり

福賀：イラオ山の頂上付近からの眺望

宇田郷 ：惣郷鉄橋 奈古：ゲストハウス IKIATARI

県境を越えた高校生たちの交流 紙芝居の上演

あ　
　

き　

お
お　

た　
ち
ょ
う

か　

け
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３
年
生
は
自
分
た
ち
の
手
で「
弁
当
づ
く
り
」

　

卒
業
を
控
え
た
３
年
生
は
、「
弁
当
づ
く
り
」
に
挑
戦
。

学
校
給
食
が
な
く
な
る
高
校
生
活
に
備
え
て
、
自
分
た
ち
の

手
で
弁
当
を
作
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
訓
練
で
す
。

　

唐
揚
げ
な
ど
の
大
好
物
を
メ
イ
ン
に
し
つ
つ
も
、
野
菜

た
っ
ぷ
り
の
サ
ラ
ダ
も
一
緒
に
入
れ
る
な
ど
し
て
、
バ
ラ
ン

ス
良
く
、
そ
れ
で
い
て
見
た
目
に
も
こ
だ
わ
り
な
が
ら
弁
当

を
作
り
ま
し
た
。
中
に
は
、
ゆ
で
卵
と
チ
ー
ズ
が
入
っ
た
ハ

ン
バ
ー
グ
と
い
っ
た
力
作
も
。
自
慢
の
弁
当
が
で
き
ま
し
た
。

　

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
の
授
業
を
通
し
て
、
弁
当
を
つ
く
る
大

変
さ
や
、
毎
日
の
食
事
を
作
っ
て
く
れ
て
い
る
家
族
へ
の
感

謝
を
学
ぶ
機
会
に
も
な
っ
た
よ
う
で
す
。

「
食
」は
か
ら
だ
を
つ
く
る
も
の

　

阿
武
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
小
田
千
菊
会
長
は
、

「
み
ん
な
想
像
以
上
に
協
力
し
な
が
ら
調
理
に
取
り
組
ん
で

く
れ
て
、
感
心
し
ま
し
た
。
食
べ
物
は
、
か
ら
だ
を
作
る
大

切
な
も
の
。
し
っ
か
り
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
て
、
立
派
に

育
っ
て
ほ
し
い
。
将
来
が
楽
し
み
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

阿
武
中
学
校
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
は
、
卒
業
し
た
先
輩
た

ち
が
作
っ
た
弁
当
の
写
真
が
、
い
ま
も
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
武
中
学
校
で
は
、
特
色
あ
る
「
食
育
」
の
活
動
と
し

て
、
毎
年
、「
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
」
と
い
う
授
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
町
内
の
各
地
で
活
躍
す
る
「
食
生
活
改
善
推
進

員（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）」
の
女
性
た
ち
が
学
校
を
訪
問
し
、
か

ら
だ
に
必
要
な
栄
養
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
学
び
な
が
ら
献
立
を

考
え
た
り
、
調
理
に
必
要
な
「
主
婦
の
ワ
ザ
」
な
ど
を
教

わ
っ
た
り
し
な
が
ら
料
理
を
作
る
、
調
理
実
習
で
す
。

「
三
枚
お
ろ
し
」に
挑
戦
し
た
２
年
生

　

２
年
生
は
、
魚
の
「
ア
ジ
」
を
使
っ
た
料
理
を
作
り
、
魚

の
さ
ば
き
方
や
、
毎
回
の
食
事
に
必
要
な
栄
養
の
基
礎
を
学

び
ま
し
た
。
生
徒
全
員
が
ア
ジ
の
三
枚
お
ろ
し
に
挑
戦
。
は

じ
め
は
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
包
丁
を
握
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
魚
釣
り
が
趣
味
」
だ
と
い
う
男
子
が
、
思
わ
ぬ
手
際
の

良
さ
を
見
せ
る
場
面
も
。
さ
ば
い
た
魚
は
班
ご
と
に
協
力
し

て
、
ム
ニ
エ
ル
に
し
ま
し
た
。
他
に
も
味
噌
汁
や
サ
ラ
ダ
も

完
成
し
て
、
彩
り
豊
か
な
メ
ニ
ュ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん

味
も
バ
ッ
チ

リ
。
み
ん
な

で
味
わ
い
ま

し
た
。

　

阿
武
小
学
校
の
５
年
生
は
「
総

合
的
な
学
習
」
の
一
環
で
、
ふ
る

さ
と
の
産
業
に
つ
い
て
調
べ
て
い

ま
す
。
こ
の
日
は
、
無
角
和
牛
の

飼
育
や
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
に
携
わ

る
人
た
ち
が
教
室
を
訪
れ
、
子
ど

も
た
ち
に
「
無
角
和
牛
」
に
つ
い

て
授
業
を
し
ま
し
た
。

「
無
角
和
牛
」っ
て
ど
ん
な
牛
？

　
「
無
角
和
種
振
興
公
社
」
の

松
村
直
樹
さ
ん
は
、
児
童
か
ら
の

「
無
角
和
牛
に
は
、
な
ぜ
角
が
無

い
の
？
」
と
い
う
質
問
に
、「
角
が
あ
る
和
牛
と
、
角
が
無

い
イ
ギ
リ
ス
の
牛
を
掛
け
合
わ
せ
続
け
た
結
果
、『
無
角
和

種
』
と
い
う
新
し
い
品
種
に
な
り
ま
し
た
。
旨
味
た
っ
ぷ
り

の
赤
身
肉
が
特
徴
で
、
数
は
少
な
い
け
れ
ど
全
国
に
自
慢
で

き
る
阿
武
町
の
牛
で
す
」
と
答
え
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の「
食
」を
学
ぶ
理
由

　

牛
の
Ｐ
Ｒ
を
担
当
す
る
、
神
奈
川
県
出
身
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
・
藤
尾
凜
太
郎
さ
ん
は
、「
都
会
で
は
、
生
き
て

い
る
牛
を
見
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
肉
も
魚
も
野

菜
も
、
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
、
命
を
い
た
だ
い
て
食
べ
て

い
る
の
だ
と
気
づ
く
こ
と
で
、
愛
着
や
感
謝
の
気
持
ち
は
、

一
層
大
切
な
も
の
に
な
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

1 2 / 4
牛
と
ふ
れ
あ
い
、そ
の
価
値
を
知
る

阿
武
小
５
年
生 

「
無
角
和
牛
」の
授
業

なんと校庭には本物
の無角和牛が登場！
ド迫力に驚きつつも
恐る恐る牛の背中を
なでる子どもたち。

12/2･3
地
域
の
人
に
教
わ
る
食
育

阿
武
中「
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
」調
理
実
習

めざせ料理男子！

主婦から教わる
包丁の極意

野菜も魚も栄養満点！
料理の味も笑顔も
バッチリ

まごころと
感謝をこめて

完成！
そして決めポーズ

素敵な弁当が
できましたそうそう！上手やね！

ま
つ　
む
ら 

な
お　

き

ふ
じ　

お 　

り
ん　

た　

ろ
う

お　
　
だ　

 

ち　

ぎ
く

プ　 ロ
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ちづる

12月生まれ

久
原
　
千
鶴
ち
ゃ
ん

（
岡
田
橋
）

平
成
30
年
12
月
５
日
生
ま
れ

（
パ
パ
）健　

裕
さ
ん

（
マ
マ
）久
美
子
さ
ん

は
じ
め
ま
し
て
！

２
人
の
お
兄
ち
ゃ
ん
の

　
　

こ
と
が
大
好
き
で
、

い
つ
も
ハ
イ
ハ
イ
で

　
　

つ
い
て
行
く
よ
！

最
近
は
少
し
歩
け
る

　
　

よ
う
に
も
な
っ
た
よ
！

バ
イ
バ
イ
も
で
き
る
よ
！

見
か
け
た
ら

　
　
　

声
を
か
け
て
ね
ー
！

み
ん
な
、
よ
ろ
し
く
ね
！

く
は
ら
　
　
　
ち
づ
る

た
け　
　

ひ
ろ

く　
み　

こ

　

阿
武
町
の
若
い
マ
マ
友
た
ち
の
共
通
の
趣
味
か
ら
始

ま
っ
た
「
手
作
り
小
物
」
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
、

町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
今
年
５
月
に
続
い
て
２
度
目
。
県
内
各

地
の
小
物
作
家
た
ち
の
出
店
や
、
地
域
の
食
材
を
活
か

し
た
料
理
を
提
供
す
る
店
な
ど
が
集
い
、
10
代
20
代
の

若
者
を
含
む
幅
広
い
年
齢
の
人
た
ち
が
、
途
切
れ
な
く

訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
ハ
ン
ド
メ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
主
催
者
の
一
人
・

関
谷
美
香
さ
ん
は
２
児
の
マ
マ
。
「
都
市
部
で
盛
ん
な

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
文
化
を
、
阿
武
町

に
も
根
付
か
せ
た
い
」
と
、
友
人
と
協

力
し
て
企
画
し
て
お
り
、
さ
ら
に
活
動

の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
の
親
た
ち
が
地
域
の
人
た
ち
と
協
力
し
な
が

ら
、
様
々
な
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

「
こ
ど
も
ら
ぼ
」
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
の
日
数
を
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
す
る
「
ア
ド
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
手
作
り
す

る
教
室
を
、
奈
古
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
え
の
ん
」
で
開
き
、

お
よ
そ
15
人
の
親
子
連
れ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
「
え
の
ん
」
の
女
将
・
中
村
千
穂
さ
ん
か
ら
作
り
方
を
教

わ
り
な
が
ら
、
思
い
思
い
の
色
や
形
の
飾
り
作
り
に
挑
戦
！

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
早
く
家
に
飾
っ
て
み
た
い
し
、

ま
た
来
年
も
や
り
た
い
」
と
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
て
、
思

い
出
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

1 2 / 7
「
こ
ど
も
ら
ぼ
」と「
え
の
ん
」が
コ
ラ
ボ

　
　

ク
リ
ス
マ
ス
前
の
工
作
教
室

1 2 / 8
マ
マ
友
の
〝
夢
〞
を 

こ
の
町
に
も

第
２
回 

ハ
ン
ド
メ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

熱中！上手にできるかな 「どんなの作る？」と相談

全員集合。また来るね！ クリスマスまで毎日ワクワク

個性豊かな作品が並ぶ作家との交流も醍醐味小物づくりの体験も

な
か　
む
ら　

ち　
　

ほ

まちの新たな交流拠点に？！
今年９月にオープンしたゲストハウス「えのん」。
12月24日と25日には、手作りのイベント「クリスマス市」
を開く予定で、地域の新たな交流拠点として期待されます。

サ
ン
タ
さ
ん
に

　
　
会
え
た
よ
！

12月14日、みどり保育園・福賀分園で
開かれたクリスマス会に、赤い服のサ
ンタさんが登場！良い子のみんなにプ
レゼントを持って来てくれました。

い
つ
も
の
町
民
セ
ン
タ
ー
が
、

お
し
ゃ
れ
雑
貨
の
見
本
市
に

せ
き
た
に　

み　

か

20



宇田郷ふれあい祭りで展示・表彰が行われた
フォトコンテストの入賞作品をご紹介します！

宇田郷の四季
フォトコンテスト （

敬
称
略
）

最優秀賞 「残光」
杉村 広和（宇田中央）
すぎ むら 　ひろ かず

優秀賞
「ひと日の終わり」
 梅地 幸穂（東方）
うめ　じ　　ゆき　ほ

「うきうき」
 杉本 沙耶（防府市）
すぎ もと　　さ　 や

優秀賞
「三穂神社の夕べ」
西村 信教（市）
にし むら 　のぶ のり

｢宇田八幡宮秋祭り御神幸｣
出羽 朝一（浜の一）
いず　わ　　あさ いち

「夏のはじまり」
 町田 伸一（山口市）
まち　だ　　しん いち

「帰化植物」
石橋 崇功（宇田浦）
いし ばし　たか のり

「神に守られた港」
末岡 章（防府市）
すえ おか　あきら

最
優
秀
作
品
は
裏
表
紙
に
カ
ラ
ー
で
掲
載
！

作
品
募
集
中
！

特別賞

21



み
ん
な 

な
か
よ
く

　
〜
平
和
の
大
切
さ
〜

福
賀
の
ス
テ
キ
発
見
！

　
〜
福
賀
神
楽
の
巻
〜

大
き
な 

か
ぼ
ち
ゃ
の

　
　
　
　
　
　
収
穫
祭
　

11/16

全校合唱  ｢この星に生まれて｣全校合唱  ｢この星に生まれて｣

全
校
児
童
12
人
の
福
賀
小
学
校
。
人
数
は
少
な
い
け
れ
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が

輝
き
、
地
域
に
元
気
を
与
え
て
い
ま
す
。
発
表
会
で
は
、
授
業
を
通
し
て
学
ん
だ
こ

と
を
、
教
え
て
く
れ
た
地
域
の
人
た
ち
へ
の
感
謝
を
込
め
て
伝
え
ま
し
た
。

１･２年生は「大きなかぶ」の劇を、みんなで育てた「かぼちゃ」にアレンジ。
児童は２人しかいないけれど、お父さん、お母さん、教育長さんも巻き込んで上演！

３･４年生は、某ＴＶ番組風に「福賀神楽」の歴史や豆知識についてクイズを出題。
保存会の山本秀征さんへの生インタビューでは、感謝の気持ちを伝えました。

５･６年生は平和学習の成果を発表。原爆の恐ろしさについて調べました。
合唱は「いのちの歌」を披露。生きる喜びや何気ない日常の尊さを歌い上げました。

やま もと ひで ゆき
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落 語 -らくご-

福
賀
小
学
校 

感
謝
祭

1 1 / 2 8

は
な
し
か
　
　  

か
つ
ら
よ
ね
　た
　ろ
う

噺
家
・
桂 

米
多
朗

落
語

「
寿
限
無
」

　
　

 

よ
り

じ
ゅ
げ　

む　

じ
ゅ
げ　

む　

  

ご
こ
う　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
か
い
じ
ゃ
り
す
い
ぎ
ょ　

   

す
い
ぎ
ょ
う
ま
つ 

う
ん
ら
い
ま
つ  

ふ
う
ら
い
ま
つ　
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ち
ょ
う
き
ゅ
う
め
い    

ち
ょ
う
す
け

寿
限
無 

寿
限
無 

五
劫
の
す
り
き
れ　

海
砂
利
水
魚
の
水
行
末 

雲
来
末 

風
来
末 

食
う
寝
る
と
こ
ろ
に 

住
む
と
こ
ろ 
や
ぶ
ら
こ
う
じ
の 

ぶ
ら
こ
う
じ

パ
イ
ポ 

パ
イ
ポ 

パ
イ
ポ
の
シ
ュ
ー
リ
ン
ガ
ン 

シ
ュ
ー
リ
ン
ガ
ン
の
グ
ー
リ
ン
ダ
イ 

グ
ー
リ
ン
ダ
イ
の
ポ
ン
ポ
コ
ピ
ー
の
ポ
ン
ポ
コ
ナ
の 

長
久
命
の 

長
助

は
な
し
の
伝
統
芸
能

青
少
年
劇
場

1 1 / 2 9

「
青
少
年
劇
場
」
は
、
子
ど
も
た
ち
が
一
流

の
芸
術
に
親
し
む
機
会
を
作
ろ
う
と
、
毎

年
、
全
国
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。　

　

今
年
は
、
あ
の
有
名
な
ヨ
ネ
ス
ケ
の
愛
弟

子
・
桂
米
多
朗
さ
ん
が
来
町
し
、
有
名
な

「
饅
頭
怖
い
」
や
「
寿
限
無
」
な
ど
の
落
語

を
紹
介
し
ま
し
た
。
お
な
じ
み
の
、
扇
子
を

使
っ
て
蕎
麦
を
食
べ
る
動
作
を
み
ん
な
で
マ

ネ
し
た
り
、
ス
テ
ー
ジ
で
校
長
先
生
と
共
演

し
た
り
と
、
楽
し
い
公
演
と
な
り
ま
し
た
。

日頃からお世話になっている地域
の人たちを招待して、一緒にもち
つきやゲームをして感謝を伝えま
した。お礼の手紙や肩もみのプレ
ゼントもあり、心温まる交流を楽
しみました。

もち米は学校の田んぼで育てたもの。
みんなでおいしくいただきました。
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11
／
14　

福
賀
高
齢
者
移
動
教
室
・
下
関
へ

　

今
回
の
移
動
教
室
は
、
下
関
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
な
ど

を
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
旅
程
で
出
か
け
ま
し
た
。

　

到
着
時
、
関
門
海
峡
は
満
潮
で
、
迫
力
あ
る
潮
流
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

唐
戸
市
場
で
活
き
が
良
い
海
産
物

を
見
て
回
り
、
海
響
館
で
は
、
名
産

の
ト
ラ
フ
グ
を
は
じ
め
、
瀬
戸
内
海

や
日
本
海
の
魚
、
ま
た
下
関
・
木
屋

川
の
淡
水
魚
の
紹
介
、
ペ
ン
ギ
ン
・

イ
ル
カ
シ
ョ
ー
な
ど
も
あ
り
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。

　

お
昼
は
、
海
峡
を
眼
下
に
望
む
宿

で
、
く
じ
ら
の
街
下
関
な
ら
で
は
の

鯨
料
理
を
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

気
温
が
あ
ま
り
上
が
ら
な
い
中
、
日
頃
見
る
こ
と
が
出

来
な
い
海
峡
の
雄
大
で
潮
の
勢
い
の
あ
る
風
景
に
、
心
癒

や
さ
れ
た
移
動
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

11
／
20
・
21　
福
賀
昭
和
会
研
修
視
察
・
福
岡
へ

　

昨
年
復
活
し
た
昭
和
会
の
一
泊
研
修
視
察
が
、
今
年
も

会
員
相
互
の
呼
び
か
け
に
よ
り
参
加
者
が
集
い
、
相
撲
を

テ
ー
マ
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
相
撲
九
州
場
所
の
観
戦
で
は
、
力
士
が
大
き
い
た
め

か
、
マ
ス
席
上
段
に
も
関
わ
ら
ず
迫
力
あ
る
取
組
を
、
食

い
入
る
よ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
席
に
居
な
が
ら
飲
食
の
注
文
や
配
達
が
行
わ

れ
、
各
種
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、

日
本
古
来
の
相
撲
の
、
時
代
の
潮
流
に
応
え
た
対
応
実
践

力
に
感
服
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
の
雲
龍
型
土
俵
入
り
の
創
始

者
、
雲
龍
久
吉
の
記
念
館
で
は
、
観
戦

の
余
韻
か
ら
か
多
く
の
質
問
が
出
さ

れ
、
学
芸
員
の
方
が
困
惑
さ
れ
る
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
時
代
に
応
じ
た
、
よ
り
地
域

に
応
え
る
昭
和
会
と
す
る
た
め
、
魅
力

的
な
事
業
創
造
や
会
員
募
集
な
ど
を
協

議
し
な
が
ら
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

11
／
16　
萩
を
散
策 

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

午
前
８
時
か
ら
、
爽
や
か
な
秋
空
の
下
、
宇
田
ふ
れ
あ

い
ク
ラ
ブ
主
催
の
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
勢
24

人
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
維
新
の
町
、
熱
い
志
士

の
思
い
を
蜂
起
さ
せ
た
萩
市
内
再
度

見
直
し
コ
ー
ス
」
と
銘
打
っ
て
、
萩

市
の
松
陰
神
社
か
ら
出
発
し
て
、
東

光
寺
や
陶
芸
の
村
公
園
、
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
で
あ
る
平
安

古
や
堀
内
を
散
策
し
、
萩
城
跡
で
昼

食
を
と
り
ま
し
た
。

　

朝
は
少
し
肌
寒
く
感
じ
て
い
ま
し

た
が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
る

う
ち
に
気
温
も
体
も
暖
か
く
な
り
、

昼
食
を
と
て
も
お
い
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
浜
崎
地
区
を
散
策
し

た
の
ち
、
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
全

コ
ー
ス
約
10
キ
ロ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
し
た
。

11
／
22　
第
５
回 

宇
田
郷
寿
齢
大
学

　

今
回
は
役
場
健
康
福
祉
課
・
福
祉
保
険
係
の
三
浦
貴
係

長
と
、
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
の
河
野
美
恵
子
セ
ン
タ
ー
長

に
、
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
か
ら
利
用
ま
で
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

役
場
が
制
作
し
た
介
護
保
険
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴

し
た
後
、
申
請
か
ら
認
定
結
果
通
知

ま
で
の
手
続
き
に
つ
い
て
三
浦
係
長

が
、
認
定
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

ま
で
の
流
れ
を
河
野
セ
ン
タ
ー
長

が
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
わ
か
り
や

す
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
齢
を
重
ね
た
こ
と
で
、
身
近
な

関
心
事
と
な
っ
て
い
る
講
義
内
容

に
、
一
同
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
、

し
っ
か
り
と
学
ん
で
い
ま
し
た
。

11
／
15
・
16
・
17　

奈
古
文
化
展 

開
催

　

恒
例
の
奈
古
文
化
展
で
は
、
写
真
・
習
字
・
俳
句
・
俳

画
・
手
芸
・
染
織
・
生
花
な
ど
、
大
人
の
生
涯
学
習
作
品
と
、

阿
武
小
児
童
･
阿

武
中
生
徒
の
作
品

を
展
示
し
ま
し

た
。

　

最
終
日
は
「
さ

ん
３
ふ
る
さ
と
祭

り
」
と
同
時
開
催

で
多
く
の
方
が
訪

れ
、
３
日
間
で
お

よ
そ
７
０
０
人
が

作
品
の
鑑
賞
に
訪

れ
ま
し
た
。

　

来
年
も
作
品
の

鑑
賞
、
そ
し
て
出

品
を
お
願
い
し
ま

す
。

11
／
21　

　

奈
古
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン

 

11
月
講
座

　

今
回
は
山
口
市
へ
の
移
動
教
室

で
、
「
藍
染
め
体
験
」
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
初
め
て
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
と
あ
っ
て
、
ど
ん
な
模
様
に
な

る
か
楽
し
み
。

　

お
よ
そ
２
時
間
で
完
成
し
た
作

品
は
ま
ず
ま
ず
の
仕
上
が
り
で
、

み
な
さ
ん
大
満
足
の
講
座
と
な
り

ま
し
た
。

歴史の息吹を肌で感じる指月山を望む高台にて社会全体で｢介護｣を支える仕組み

鑑賞中生け花作品の展示

今年は竹細工も
 パッチワークと

 阿武中生徒のちぎり絵染色中ですみんなで批評中

昔よう見た川じゃのう生の醍醐味。迫力が違う

う
ん
り
ゅ
う
き
ゅ
う
き
ち

み　

う
ら
た
か
し

か
わ　

の　

み　

え　

こ
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高齢期になると食事が充分に摂れなくなり、気づかないうちに栄養が足りない状態
になることがあります。カラダは一生食べたものから作られるので、慢性的に栄養
が足りなくなると筋肉が落ちてカラダを思うように動かすことができなくなります。

高齢期の低栄養は健康寿命にも関わってくるので、必要な食品を毎日少しずつ摂ることが大切です。

♪
ハ

ッピ
ー あぶ町
♪

健康習慣⑨

みんなで実践！

“今日から始めよう！★低栄養予防”
シニア世代はメタボ対策より

【問い合わせ】
健康福祉課　☎2-3113

“低栄養になる原因とは？”

“毎日食べたい！10食品チェック表”

高齢期になったらあまり栄養が必要ないんじゃ
ないかと肉や魚を食べずに野菜中心の食生活だった
り、食事を用意するのが面倒だったり、１回の食事量
が少ない人は間食で果物やおやつを食べてエネルギー
を補っている人もいるのでは。体を作るにはたんぱく
質が必要なので、食事量が減ってくる高齢期にはまず
おかずから食べるようにしましょう。

病気のために食欲が湧かないという人は原因と
なる病気の治療を優先しましょう。薬の副作用
で食欲が落ちることもありますので、主治医の
先生にご相談ください。また外出が少なく、体
を動かすことが少ない人は少し体操やウォーキ
ングなど、身体を動かしてみましょう。

入れ歯が合わないことや歯周病やむし歯が悪化し
て痛みがあり、食べ物をしっかりと噛むことがで
きない人もいます。しっかり噛めないと食事が面
倒になり、食事量が減ってくることもあります。
お口の調子が悪い人は歯科医院で定期的にチェッ
クしてぜひ治療しましょう。また飲み込みづらい
人はお口の体操もおすすめです。

　低栄養になると、体
の抵抗力がなくなり、
いろいろな病気にかか
りやすくなります。低
栄養を予防して元気な
体を保つためには1日3
回の食事で摂りたい栄
養が充分に摂れるよう
に、毎日10食品を摂る
ことが大切です。1日
に摂りたい量は下記を
参考にして、元気な体
を保つためにできるだ
け意識して毎日10食品
を食べるようにしま
しょう！

/12 23

肉 魚

卵

牛乳 大豆製品

野菜・海藻3皿以上

果物 半分～1個
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登録の方法、内容等
①阿武町会計年度任用職員登録書及び自筆の履歴書を本人が役場総務課へ提出してください。　
②選考方法は書類審査および面接審査とします。
③雇用者の報酬、休暇等は「阿武町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例」、「同規則」及び「阿武
町会計年度任用職員の勤務時間、休暇等に関する規則」に定める基準に従います。（注1）期末手当は規則に定
める基準(就業延べ時間)に該当する方のみに支給します。（注2）保育士で担任を持つ方、各調理員で主任を持つ
方には別途手当を支給します。
④保育士、保健師、看護師等の資格免許を必要とする職種以外で、60歳を超えた方の登録については制限する場
合があります。運転手については、該当年度の4月1日時点で70歳未満の方とします。
●受付期間・受付場所　令和元年１月17日（金）までに総務課へ持参願います。
●問い合わせ　阿武町役場　総務課行政係　☎０８３８８－２－３１１０

令和２年度の会計年度任用職員（非常勤職員）登録者の募集について
令和２年１月１７日（金）まで

　町では、次のとおり令和２年度の会計年度任用職員として勤務していただける方を募集します。

①一般事務補助員

②歯科衛生士
③介護支援専門員
（ケアマネージャー）

④保育士

⑤保育士（子育て
支援員等含む）

⑥保育園給食員

⑦学校給食員

⑧給食員

⑨特別支援学級学
習支援員
⑩児童クラブ指導
員

⑪児童クラブ
補助員

⑫図書支援員

⑬マイクロバス
運転手

⑭公用車運転手

窓口対応
事務処理
パソコン作業等

保育業務
子育て支援
英語指導員助手

保育補助

調理、注文事務

調理

調理

放課後待機児童
の学習支援等

放課後待機児童
の学習支援補助
等
中央公民館図書
コーナーの貸出、
整理等
町マイクロバス
運転

町長車運転

簡単なパソコン
操作ができる人

有資格者
有資格者

有資格者

有資格者

有資格者

有資格者

調理ができる人

教員資格を有す
る人
資格・経験を有
する人

不問

不問

大型免許を有す
る人

普通免許を有す
る人

阿武町役場、
各支所、教育委
員会等
阿武町役場等
阿武町役場等

みどり保育園
（分園含む）

みどり保育園
（分園含む）

みどり保育園

給食センター

給食センター
みどり保育園

小・中学校

こども館（体育
センター内）
みどり保育園
同福賀分園

中央公民館
（町民センター内）

町内及び町外の
運転

町内及び町外の
運転

8:30～17:00
 

週1日4時間程度
8:30～14:00

１日、次の時間
のいずれか
8:30（8:00）～
　17:00（16:30）
週3日程度
１日、次の時間
のいずれか
8:30（8:00）～
17:00（16:30）
8:30～17:00

8:00～16:30

週平均2日未満
8:00（8:30）～
　16:30（17:00）
週5日､1日4時間
程度
週平均2日未満
平日14:00～
　　　　18:00
土曜日、祝日
春、夏、冬休み
（日曜除く）
8:30～18:00
週3日程度
9:00～16:00

随時の送迎を必
要とする日及び
時間
随時の送迎を必
要とする日及び
時間

日額 6,727円
時給 897円
期末手当（注1）
時給 951円
日額 4,279円
時給 951円
期末手当（注1）
日額 7,852円
時給 1,047円
期末手当（注1）
担任手当（注2）
日額 7,132円
時給 951円
期末手当(注1)

日額 6,937円
時給 925円
期末手当（注1）
主任手当（注2）
日額 6,727円
時給 897円
期末手当（注1）
主任手当（注2）
日額 6,727円
時給 897円

時給 1,011円
期末手当（注1）
時給 951円

時給 897円

日額 5,382円
時給 897円
期末手当（注1）
日額 11,070円
時給 1,476円

日額 9,007円
時給 1,201円

書類
面接

8人程度

1人

1人

2人程度

6人程度

2人

3人程度

2人程度

4人

5人

2人

1人

2人程度

2人程度

登録職種 主な職種内容 資格等 勤務場所 勤務時間 報酬額等 選考方法 募集人員
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年末年始の交通安全県民運動
帰省やレジャーなどで交通量が増加し、
忘年会など飲酒の機会が増加する年末年始には、
毎年のように、死亡事故などが多く発生しています。
悲惨な交通事故を１件でも減らそうと、
「年末年始の交通安全県民運動」が実施されます。
阿武町交通安全対策協議会では、期間中に
無線放送などを行い、交通安全を呼びかけます。

　空気が乾燥し、暖房器具や火気を使用する機会が増える
ことから、火災の発生が増加する恐れがあります。
　また、年末年始は休日が多く、外出で家を留守にしたり、
事業所が無人になったりしがちです。
　かけがえのない生命と財産を守るため、火の元には十分
注意し、火災のない年末年始を過ごしましょう。

 ① 子どもと高齢者の安全な通行の確保
 ② 高齢運転者の交通事故防止
 ③ 夕暮れ時と夜間の
 　 　　歩行中・自転車乗車中の交通事故防止
 ④ 全ての座席のシートベルトと
 　 　　チャイルドシートの正しい着用の徹底
 ⑤ 飲酒運転の根絶
 ⑥ 横断歩道における歩行者優先の徹底

11/21 みどり保育園 ＪＡ親子交通安全教室

11/11 防火パレード

重 

点 

目 

標

水 道 管 の 凍 結 注 意 !!
寒い季節には、ご家庭の水道管の凍結対策が必要です。
「空き家」でも、管が凍って漏水してしまうケースも。
なにか異常に気づいた時は、役場までご一報ください。
◆屋外の水栓の保温
　むき出しの水道管はタオルなどで保温しましょう。
◆メーターの保温
　メーターボックスのフタが鉄製の場合は、
　発泡スチロールなどの保温材を入れましょう。

令和２年１月３日（金）まで

年末年始の火災予防

◆凍結してしまったら…
　水栓に布をかけて、ぬるま湯で溶かしましょう。

【問い合わせ】 土木建築課　☎２－３１１２
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自衛隊山口地方協力本部は、令和２年度「予備自衛官補
（一般）及び（技能）」を募集しています。
◆受付期間（第１回）
　令和２年１月６日（月）～４月10日（金）まで（締切日必着）
◆資格受験資格
（1）〈一般〉日本国籍を有し、年齢18歳以上34歳未満の者
（2）〈技能〉日本国籍を有し、年齢18歳以上で国家免許資格等を有する者
　　（年齢上限は保有資格により異なりますのでお問い合わせください）
◆試験日（第１回）
　令和２年４月18日（土）～22日（水）までの、いずれか１日を指定。
◆問い合わせ　自衛隊 萩地域事務所　☎０８３８－２２－２４０９

予備自衛官補（一般）･（技能）募集

　１月18日（土）・19日（日）に大学入試センター試験を実施します。
　至誠館大学試験場への自動車・バイクなどでの乗り入れや、送迎のた
めの入口付近の駐停車は、試験の実施に支障をきたす恐れがありますの
で、全面禁止です。
●臨時路線バス　運賃（片道）東萩駅～２９０円
　※時刻については、至誠館大学ホームページに掲載されます。
●問い合わせ　至誠館大学 学務課（入試担当）　☎０８３８－２４－４０１２

至誠館大学でのセンター試験について
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　今年10月から始まった年金生活者支援給付金制度に便乗し、厚生労働省、日本年金機構または市区
町村の職員を名乗る者から、「年金生活者支援給付金の振込口座が使えないため、新しい口座番号、
暗証番号、マイナンバーを教えてほしい。」という不審な電話がかかってきた事例が報告されていま
す。
　厚生労働省および日本年金機構では、電話で口座番号、暗証番号、マイナンバー等をお聞きするこ
とはありません。このような電話があっても、口座番号等の個人情報を答えることのないようにご注
意ください。
　ご不明な点等ございましたら、お近くの年金事務所にお問い合わせください。
■問い合わせ　日本年金機構萩年金事務所　☎０８３８－２４－２１５８
　　　　　　　戸籍税務課戸籍住民係　　　☎２－０５００
　　　　　　　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/mm

年金のたより年金生活者支援給付金制度に
便乗した詐欺にご注意ください！

阿武町に在住・在勤、阿武町ファンの若者あつまれ！！
気軽に声を掛けあえ、集まれる仲間をつくりませんか？
きっと素敵な仲間に出会えます★

■日時　令和２年２月２日（日）
　　　　午前６時 阿武町役場出発（日帰り）
■場所　大佐スキー場（広島県）
　　　　※雪の状況次第では、めがひらスキー場（広島県）
■内容　みんなでスキー・スノボを楽しみましょう。
　　　　面白いゲームも企画中★
■会費　5,000円（交通費、リフト券代）
■定員　20人（先着順）
■申込締切　令和２年1月24日（金）
■問い合わせ　まちづくり推進課　☎08388-2-3111

阿武町若者お気軽交流会
スノーボードやらない会？
阿武町若者お気軽交流会

スノーボードやらない会？

風しん、ロタウイルス、おたふくかぜ、インフルエンザの予防接種について、接種費用の半額助成を行って
います。4月以降に接種した予防接種は、令和２年３月末までに申請が必要です。受けられた方は忘れずに
申請してください。各予防接種の対象年齢等についてはお問い合わせください。

予防接種の受け忘れや申請忘れはありませんか？
子どものインフルエンザ等の予防接種費用助成の申請

無料で風しんの抗体検査と予防接種を受けられるクーポン券を4月にお送りしています。抗体検査及び予防
接種は令和２年3月末までが期限です。クーポン券が届いた方は早めに受けてください。

昭和47年度～昭和53年度生まれの男性へ　風しん（抗体検査・予防接種）のクーポン券

今年度、65歳・70歳・75歳・80歳・85歳・90歳・95歳・100歳・101歳以上の方、または、身体障害
者１級相当の方で、過去に成人用肺炎球菌ワクチンを接種していない方が対象です。４月に対象者の方へ予
診票を送付しています。紛失された方は再発行できますのでご連絡ください。※自己負担：2,820円

高齢者に多い肺炎球菌感染症の予防や重症化を防ぐ 成人用肺炎球菌のワクチン接種

【申請窓口・問い合わせ先】健康福祉課　☎２－３１１３

令和２年３月末まで
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意
欲
あ
る
農
林
水
産
業
の
担
い

手
確
保
を
め
ざ
し
て
、
就
業
を
希

望
す
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、
就
業
の
イ

メ
ー
ジ
づ
く
り
や
、
制
度
等
の
情

報
収
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す
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ン
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を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

　

令
和
２
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３
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館
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ど
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料
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６
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一
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二
十
七
日（
月
）午
前
九
時
半
よ
り

　

と
こ
ろ
：
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民
セ
ン
タ
ー

　

投
句
内
容
：
当
季
雑
詠
四
句

お し ら せお し ら せ

弥富診療センター 弥　富 08387-8-2311
須佐診療センター 須　佐 08387-6-2540
齋　藤　医　院 奈　古 08388-2-2838
萩市休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
萩市休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
福 賀 診 療 所 福　賀 08388-5-0863
萩市休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
弥富診療センター 弥　富 08387-8-2311
須佐診療センター 須　佐 08387-6-2540
齋　藤　医　院 奈　古 08388-2-2838
萩市休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397

休日当番医

緊急の場合は１１９番
萩・阿武健康ダイヤル２４
24時間年中無休で健康や医療に関する
相談を受け付けています。
☎0120-506-322
★携帯電話に登録すると便利です

12/22㊐
12/29㊐
12/30㊊
12/31㊋
 1 / 1㊌
 1 / 2㊍
 1 / 3㊎
 1 / 5㊐
 1 /12㊐
 1 /13㊊
 1 /19㊐

通話料・
相談料無料( )

※当番医の確認は役場または各支所へ

お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
や
ま
ぐ
ち

農
林
水
産
業

新
規
就
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

募
　
　
集

令
和
２
年
度

国
有
林
モ
ニ
タ
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募
集

め
る
と
と
も
に
、
ご
意
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・
ご
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望
を
国
有
林
野
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映
さ
せ

る
た
め
、
「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」

を
募
集
し
ま
す
。　

◆
任
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令
和
２
年
４
月
１
日
〜

令
和
３
年
３
月
31
日

◆
対
象　

県
内
に
お
住
ま
い
で
、

森
林
・
林
業
及
び
国
有
林
に
関

心
の
あ
る
成
人
の
方
。

　
　

た
だ
し
、
国
会
及
び
地
方
議

会
の
議
員
・
地
方
公
共
団
体
の

長
・
常
勤
の
国
家
公
務
員
・
平

成
29
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま

で
３
年
間
連
続
し
て
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
を
務
め
た
方
は
除
き

ま
す
。

◆
応
募
締
切

　

令
和
２
年
１
月
31
日（
金
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

近
畿
中
国
森
林
管
理
局

　

企
画
調
整
課　

林
政
推
進
係

　

☎
０
６
ー
６
８
８
１
ー
３
４
０
６

　
（
直
通
）

　

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

を
ご
覧
く
だ
さ
い

近畿 中国 森林管理局
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　みなさんから投句のあった「エコ一
句」。今月ご紹介する優秀作品は、
　ジジババの
　知恵がつまった　エコぐらし

田中 由紀江（木与）　
　昔から伝わるいわゆる“おばあちゃ
んの知恵”。こういった先人の知恵
は、それぞれの家庭や地域によって異
なる場合もあり、案外「うちでは聞い
たことがなかった」と思うような情報
もあるかもしれません。

日 曜 行　　　事　　　予　　　定
2
4
5

8

9

10

11
12
14

15

17

18

19

20

22

23

25
27
31

木
土
日

水

木

金

土
日
火

水

金

土

日

月

水

木

土
月
金

1月

成人式【町民センター】10:00
福賀月例グラウンドゴルフ大会【福賀グラウンドゴルフ場】13:30
福賀地区新春子ども会大会【のうそんセンター】9:00
奈古ストレッチ学習会【町民センター】9:30
福賀ことぶき会 役員会【のうそんセンター】14:00
宇田郷のびのびストレッチ楽集会【ふれあいセンター】9:30
阿武町民生委員児童委員協議会定例会【役場２階会議室】8:30
福賀正月会 定例総会【E.G.F会議室】14:00
阿武町消防出初式【町民センター】9:45
宇田郷地区新春の集い【ふれあいセンター】14:00
宇田郷寿齢大学 初集会【ふれあいセンター】10:00
心配ごと相談【町民センター】9:00
介護家族のおしゃべり勉強会【浦野さん宅】13:30
地域おこし協力隊 活動報告会【町民センター】18:00
講演会「世界で一番聞きたい歯と口の話」【町民センター】13:30
もちつき大会【みどり保育園】9:00
21世紀の暮らし方研究所（すみクラス）【阿武町暮らし支援センター】13:30
福賀新春ボウリング大会【萩市内ボウリング場】14:00
健康教室「さくら会」【町民センター】9:00
食生活改善推進協議会 役員会【役場２階大会議室】10:00
令和２年 阿武町新春懇話会【町民センター】14:00
奈古ストレッチ学習会【町民センター】9:30
宇田郷のびのびストレッチ楽集会【ふれあいセンター】9:30
福賀地区新春懇話会・新年互礼会【のうそんセンター】10:30
関西・東海ふるさと阿武町会【大阪キャッスルホテル】13:30
消費生活相談員による相談日【役場１階相談室】8:30
のびのび幼児健診【母子健康センター】13:00

阿武町の人口と世帯数 （11月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,194（ 0 ）

　539（－1 ）

528（－6 ）

3,261（－7 ）

1,029（ 2 ）

　269（ 0 ）

　280（－7 ）

1,578（－5 ）

転入　6

転出　8

出生　0

死亡　5

11月の交通事故

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損
事故

105
（96）
1
（5）

6
（8）
0
（0）

0
（1）
0
（0）

0
（0）

4
（8）

負傷者死者

人　身　事　故

件数
萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

業　　種 賃　　金会　社　名
介護職員（いらお苑）
看護職員（いらお苑）

介護職員
生コンミキサー車

運転手
養豚飼育管理員
接客・施術

プラスチック製品
仕上検査工（福賀工場）

140,000円
176,000円～
140,000円

180,000円～

170,000円～
120,000円～

146,200円

阿武福祉会

ニッタイ
コンクリート工業
鹿野ファーム
りふれ

鶴惣工業

賃　　金 業　　種会　社　名
土木施工管理技士
土木作業員

技術（製品設計）
レジ係

野菜・果物販売員
薬剤師

惣菜・弁当調理

訪問看護

250,000円～
172,800円～
180,900円～
時給830円～
時給830円～
時給2,000円～

時給830円～

時給1,133円

小田建設

ナベル 山口工場
丸久サンマート
奈古店
くぼた薬局
道の駅阿武町
あぶクリエイション
山口県看護協会

町内の求人情報12月分 12月10日現在（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）
●問い合わせ　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

エ
コ
の
日

毎
月
19
日
は
、
地
球
に
良
い
こ
と
を
す
る
「
エ
コ
の
日
」。 

12
月
の
一
句
は
、 

「
の
こ
さ
な
い　

食
べ
る
分
だ
け　

皿
の
中
」

阿武町で
エコ一句

た　なか　  ゆ　　き　 え
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［材料（２人分）］
米 １合
水 適量
鶏もも肉 ４０ｇ
椎茸 ２０ｇ
しめじ ２０ｇ
ごぼう ２０ｇ
人参 ２０ｇ
［作り方］
①お米は洗って、ひたひ
たに水加減をしておい
ておく。
② 鶏もも肉は小さめのそぎ切りにする。椎茸は薄切
りにして１.５センチの長さに切る。しめじは石づき
を取り、食べやすい長さに切ってほぐしておく。
ごぼうはささがきにして水にさらしておく。人参
はせん切りにする。ほうれん草はさっと茹でてか
ら１センチの長さに切る。
③ 鍋に油を入れて鶏肉、ごぼう、人参、きのこを順
に炒める。鶏肉の色が変わったら、調味料Ⓐを入
れて味付けする。
④ ①の炊飯器に③の煮汁を入れてからよくかき混ぜ
る。お米の上に具をのせて水加減の分量まで水を
足してから、ごはんを炊く。
⑤ 炊き上がったら具を混ぜて茶碗に盛り、上からほ
うれん草をのせる。
※炊き込みごはんにしては具だくさんで、具材のうま
みとごぼうときのこの香りがうれしい１品です。

◆問い合わせ　あぶフォト倶楽部事務局　☎2ー3110

作品は道の駅温泉棟１階に展示中

●この日は良いお天気。雲ひとつ無い道の駅の夕日
スポットで、いつも通り撮るのではなくて、まだ灯
りが灯らない外灯の上に夕日を乗せて撮ってみまし
た。

●奈古後山霊園入口にある六地蔵様の様子です。最
近、全員に帽子を被せてもらいました。これで、雪
が降っても大丈夫です。見ていると気持ちも暖かく
なります。

令和元年１０月「花咲け」調理実習レシピより

きのこたっぷり
炊き込みごはん

ヘ
ル

スメ
イト☆おすすめ料

理

酒 小さじ２
しょうゆ 大さじ１
塩 小さじ１/３
油 小さじ１
ほうれん草 １０ｇ

「
外
灯
に
灯
る
夕
日
」

梅
地
博
美
（
野
柳
）

う
め
　
じ
　
ひ
ろ
　
み

会 員 作 品

ⒶⒶ

私 の 一 品
「
冬
支
度
」

西
村
　
信
教
（
市
）

に
し

む
ら
　
　
　
の
ぶ

の
り

3/7（土） 八代亜紀 コンサート
チケット好評販売中！

【問】阿武町 町民センター
☎０８３８８－２－２０４

宇
田
郷
の
四
季
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

◆
最
優
秀
作
品
「
残
光
」

　

杉
村 

広
和
さ
ん（
宇
田
中
央
）

山間から望む宇田郷の海と、灯る漁火、紅く焼ける空に残る
青。手前にぽつんと灯る外灯のあかりから、そこに集落が存在
し人々の営みがある事が推測できる。静かながらも豊かな暮ら
しを想像する。手前の外灯に灯された道がポイントとなる。そ
れを逃さなかったカメラアイは秀逸。

審査委員長 選評 フォトグラファー 蔵澄 秀昭 氏
くら ずみ　ひで あき

す
ぎ　

む
ら　
　

ひ
ろ　

か
ず

32


	表紙
	さん３ふるさと祭り
	さん３ふるさと祭り
	表彰
	人権を考える集い推進大会
	阿武町議会 議長選挙/地域おこし協力隊員（林業支援員）を募集
	自伐型林業研修会
	第34回力くらべ綱引き大会
	第34回力くらべ綱引き大会
	新しい民生委員・児童委員さんを紹介します
	新しい民生委員・児童委員さんを紹介します
	21世紀の暮らし方研究所 通信
	shiBanoニュース
	shiBanoニュース
	shiBanoニュース
	光と芸術の祭典
	光と芸術の祭典
	まちの話題
	まちの話題
	まちの話題/あかちゃんじまん
	宇田郷の四季フォトコンテスト
	福賀小学校 学習発表
	青少年劇場
	公民館だより
	♪ハッピー あぶ町♪
	会計年度任用職員（非常勤職員）登録者の募集
	年末年始の交通安全県民運動/火災予防/お知らせ
	お知らせ
	年金のたより/予防接種/スノーボードやらない会？
	お知らせ/休日当番医/俳句
	予備自衛官補（一般）･（技能）募集
	あぶフォト倶楽部/料理/宇田郷の四季フォトコンテスト/八代亜紀コンサート



